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株式会社京王ズホールディングス
平成22年10月期（第18期）第３四半期

決算説明資料
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■ 平成22年10月期／第３四半期連結決算概要■ 平成22年10月期／第３四半期連結決算概要

△4.1％３１７百万円３３０百万円経常利益

25.5％３３４百万円２６６百万円四半期純利益

27.5％３５９百万円２８２百万円営業利益

△6.0％８，６２５百万円９，１７９百万円売上高

前年同期比平成22年10月期

第3四半期累計期間

平成21年10月期

第3四半期累計期間

•売上高については、移動体通信事業で厳しい経営環境が続くも、テレマーケティング事業の
増収及び新規事業の開始により第３四半期会計期間（５月～７月）の実績は前年同期比で
増収となり、連結売上高も下げ止まる気配

•営業利益については、販売促進費の増加や移動体通信キャリアからの販売手数料変更の
影響があるものの、前年は営業損失△69百万円を計上したテレマーケティング事業の黒字化
による貢献により増益
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■ 平成22年10月期／第３四半期連結業績■ 平成22年10月期／第３四半期連結業績

（百万円）連結業績
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■ 平成22年10月期／第３四半期連結業績■ 平成22年10月期／第３四半期連結業績

財政状況
（百万円）

•売掛金、のれんの増
加により総資産は増
加するも、順調な利
益の積み上げにより、
自己資本比率は飛躍
的に回復

•第2四半期において、
短期借入金を長期借
入金に借り換えを実
行し、流動比率が改
善

•純有利子負債額は、
順調に減少

純有利子負債額は、短期借入金＋１年内返済予定長期借入金＋1年内償還予定社債＋長期借入金＋社債-現預金で計算しております。
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■ 第３四半期 事業セグメント別売上高・営業利益■ 第３四半期 事業セグメント別売上高・営業利益

△11.4％8090
不動産賃貸
事業

56.8％411262
テレマーケ
ティング事業

13

8,120

H22.10期

第３四半期

―

8,826

H21.10期

第３四半期

―その他

△8.0％
移動体通信
事業

対前年比

事業セグメント別売上高 事業セグメント別営業利益（百万円） （百万円）

―62△69
テレマーケ
ティング事業

△42.8％1526
不動産賃貸
事業

△13

403

H22.10期

第３四半期

―

434

H21.10期

第３四半期

―その他

△7.1％
移動体通信
事業

対前年比

■ 移動体通信事業
スマートフォン等の一部機種の新製品投入等もあり販売台数は増加だが、平均単価
の低下、移動体通信キャリアの販売手数料変更等の影響もあり減収減益。

■ テレマーケティング事業
コスト削減と取扱商材の増加の効果により増収増益（黒字化）。

■ 不動産賃貸事業
新規テナントを誘致するも、当四半期は減収減益。

■ その他
ソーシャルアプリ事業、通信回線サービス契約受付事業を開始。先行費用が発生。
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 作品

■ ソーシャルアプリ事業■ ソーシャルアプリ事業

平成22年7月21日の「アーマードギガス」の提供時から、ソーシャ
ルアプリ事業が本格的に事業を開始しました。

京王ズグループでは、ソーシャルアプリ事業を軸として地域活性
化への取組みを図ってまいります。その一つとして、宮城県観光Ｐ
Ｒキャラクターを使用した「アニメむすび丸ダンスパーティー」を提
供しております。今後、地元である宮城県、仙台市と連携を図り
ながら、ソーシャルアプリのクリエイター発掘、育成等を行い、地
域産業振興に根ざした事業展開を実施してまいります。

平成22年9月3日から第2弾「トイドル」を提供開始しており、現在、
第3弾の準備が進行中です。


